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ていない。すなわち(i)エストロゲン合成の全過程が内卵胞膜細胞 (theca interna cell) でおこると
する説と， (jj) コレステローノレからアンドロゲンに至る過程が内卵胞膜細胞でお乙なわれ，作られたアンド






Wis tar 系の成熟雌ラット (8 週齢)と，幼若雌ラット( 1 週齢， 2 適齢) 3 週齢)を用いた。
4 % paraf ormaldehyde で濯流固定後卵巣を取り出し，凍結切片を作製し，第 1 抗体として'(j)ウ
サギ抗17 ß水酸基脱水素酵素抗体および~ ii)ウサギ抗アロマターゼ抗体を，第 2 抗体として FITC でラベ
ノレした抗ウサギ IgGを用い，蛍光顕微鏡で観察した白

















































目的で行なわれたものである。 (1 )アンドロステンジオンからテストステロンを合成する17β 一水酸基脱水
素酵素は内卵胞膜細胞や間質腺細胞に，テストステロンからエストラジオールを合成するアロマターゼは
頼粒層細胞に存在する乙とを免疫組織化学的に示した。 (2) テストステロンを合成する内卵胞膜細胞や間質
腺細胞が超徴構造的にステロイド産生細胞の特徴をもつのに対し，エストロゲン合成の最終段階を行う頼
粒層細胞では滑面小胞体はほとんど発達しないことを示した。さらに， (3) テストステロン合成能の出現は
二週齢から，エストロゲン合成能の出現は三週齢以後である乙とを形態学的に明らかにした。
本研究はエストロゲン合成のメカニズムを形態学的に解明する上で大きな意義があり，学位授与に充分
に値するものである。
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